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1. ボタンつけ には 衣服の一 部としての美 しさや 機能

性が要求 されるが， 同時 に実用面からの強さの要求 も重

要であ る。 われわれはこの後者の立場からボタンつ けを

研 究し， 科学的 論拠に基づい たボタンつけ の方法を確立

し ようとするものであ る。 今回はボタンつけ 部分の切断

機構を観察して織糸とボタンつけ の縫糸間の力学的 関係

を解明する。
2. ボタンつけ 部分に引張り力が作用したときの力の

釣合を示す理論式 を，ボタンつけをモデル的 に簡素化し

た場合につい て求める。 この理論式の適合性を調べるた

めに， 緯糸 密度の異なる レーヨン織物を３種製織し，こ

れを試料にして各種の引張り試験を行なう。
３ ボタンつけ 縫糸 と布の織糸 との間の引張力 の関係

式 を求めた。 縫糸ですくった織糸にかかる力 をT ．i，縫

糸にかかる力をp, 縫糸 にすくわれる織糸 の本数をn ，

織糸が引寄せられて垂直方向 となす角を 硯 とすれぼ。

T 玩＝？/刀・sec 仇
である。 この式 で縫糸と織糸のどちらが切断 するかを説

明できる。 織糸が切断すると きはす くった織糸の両端か

ら切断 する。

すくった織糸と直交する織糸と縫糸との関係式 は実証

試験中であ る。


